
講演内容｜実行機能は遺伝の影響を大きく受けることがよく知られてい

るが、近年では想定以上に環境の影響を受けることが示され始めている。

本発表でも、ある文脈において個人が蓄積した経験が幼児そして児童の

実行機能に大きな影響を与えることを示した研究を2つ紹介する。これら

の研究を踏まえ、実行機能の発達の理論的枠組みについて再検討したい。

萩原広道 (比較発達心理学・助教)

お問い合せ

hiromichi.h.hus@osaka-u.ac.jp

発達研究の最前線！

大阪教育大学総合教育系 特任講師

柳岡開地先生講演会

9/10 火

15:00~16:30
ラーニング・コモンズ
（人間科学研究科北館２階図書室横）

文脈から実行機能の発達を再考する

大阪大学大学院人間科学研究科

比較発達心理学研究分野

主催

今回は、大阪教育大学の柳岡先生をお招きして、講

演会を実施します。柳岡先生は、幼児期の実行機能

やルーティンの発達を中心に精力的に研究を進めて

おられます。参加無料・飛入歓迎です。ぜひお気軽

にお越しください！

講演タイトル
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